
 

  

Ryu’s Paper
  新年あけましておめでとうございます。今年も利用者の皆さんに楽しんでいただけるような誌面づくり

を目指して頑張りますので、よろしくお願いいたします。2023 年最初の『図書館でめぐる郷土』のテー

マは『八尾競馬場』です。アニメやゲームの流行に伴い、競馬が身近なコンテンツとして親しまれる昨

今。かつて八尾市にもたくさんの人で賑わう競馬場が存在しました。その歴史をご紹介します。 
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『大阪春秋』 １９８５年４月 大阪春秋社/編 

『河内どんこう vol.２２』 １９８５年８月 やお文化協会/発行 

『Wao！Yao!八尾の入り口』 ２０１３年３月 八尾魅力満載 Book制作委員会/編  

『新版八尾市史 近代・現代史料編』 ２０２１年３月 市史編纂委員会/編 

 近鉄八尾駅北側のエリア、八尾中学校、府営住宅、生涯学習センターが建つあたりにかつて競馬場がありまし

た。馬場や厩舎、スタンドなどを含めた敷地の総面積は４万８０００坪で、その広さは東京ドームの約３．３倍にもなり

ます。八尾競馬場で初めて競馬が開催されたのは昭和５年（１９３０年）７月４日のことでした。当時の大阪朝日新

聞河内版に、以下のような記事が掲載されています。「中河内郡八尾町に新設された八尾競馬場における第一回

の大阪馬匹畜産組合主催の競馬は四日から催され、【中略】大スタンドも殆ど人をもつて埋まり、炎天下にさらされ

ながら沸き返へる賑はひを見せた」とあります。観衆は３万人を越え、参加馬は１００余頭、馬券の総売り上げは当

時の価格にして１５万７５０９円（現在だとおよそ６億３０００万円）にもなる盛況ぶりでした。競馬は春と秋の年２回行

われ、開催されるごとに八尾町にはたくさんの人々が集まりました。昭和６年（１９３１年）４月には競馬の観覧税の

徴収が決定し、徴収見込額は最少でも１万２０００円（現在だとおよそ４８００万円）程度とされ、町税免税および八

尾・萱振・山本の三小学校と八尾裁縫実修女学校ならびに幼稚園の改築費へあてられ、競馬による税収は八尾

の文化事業に大きく活用されました。順調に利益を伸ばし、軌道に乗っていた八尾競馬場ですが、昭和１１年（１９

３６年）１２月３１日南側観覧席の下にある風呂場から出火し、メインスタンドが全焼してしまいます。観覧席は一段

毎に分厚いアスファルト状になっていて、腰をおろすところに塗られていた防腐用コールタールに引火して火が燃え

広がってしまったのです。また軍国色の強まる世相の影響が重なり、競馬廃止が一気に現実的なものとなっていき

ます。昭和１４年（１９３９年）、軍馬資源保護法により八尾競馬場と岸和田市の春木競馬場どちらか一つが廃止さ

れることになりました。八尾町役場や群農会が存続運動を行うも八尾競馬場は廃止となってしまいます。 

その後、八尾競馬場は軍馬用鍛錬場としてしばらく使用されていまし 

たが、昭和１５年（１９４０年）、競馬場の敷地は近畿日本鉄道に買収 

され、住宅開発が始まります。翌年の昭和１６年（１９４１年）には競馬 

場跡地に私立双葉高等女学校が新設され、昭和２２年（１９４７年）に 

は現在の八尾中学校が発足します。たった１０年弱という短い歴史と 

土地開発による景観の変化で、現在の八尾の町に競馬場があった 

痕跡はなく、資料もほとんど残っていません。 
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情報発信をしていますので、 

いいね！してください。 

八尾市立龍華図書館 指定管理者 株式会社図書館流通センター 編集・発行 

 新年のはじまりにお茶の間を沸かす箱根駅伝。ランナーたちの憧れの舞台ですが、そこに至るま

での道のりは遠く険しいものです。追う者と追われる者、そしてふるいに掛けられ競技から去る者。

長距離選手として将来を期待されていた眞家早馬も大けがを期に、早馬が戻るのを待つ仲間たち

の気持ちを裏切って競技からの引退を宣言します。リハビリのさなかで出会った“料理”に没頭する

中、ついに駅伝大会がスタートし…。立ち止まってしまったとき、一歩踏み出す勇気がもらえる作品

です。続編も所蔵していますので、ぜひ合わせてご覧ください。 

 

冬の節電講座 

●日時…2023年 1月 28日(土) 

14:00～15:30 

●場所…龍華コミセン 3階 集会室 

●講師…関西電気保安協会 職員 

●定員…20人（申込順） 

●対象…どなたでも（中学生以上） 

●申込…2023年 1月 10日（火） 9時から 

      龍華図書館カウンター、電話、FAXにて受付。 

 

図書館の本は日本
に ほ ん

十進
じゅっしん

分類法
ぶんるいほう

という規則に基づいて細

かく分類されています。本の背ラベルの数字は、分類法に

よってつけられており、この数字順に本を並べています。ま

た、特定のテーマや形態の本を別の棚にまとめて別置する

場合もあります。図書館ごとに別置の時につける記号は

様々ですが、今回は市内図書館の別置記号の一部をご紹

介したいと思います。 
 

◆「ｴ」 絵本を表す別置記号です。 

本来は「726」ですが、Ehon（ｴﾎﾝ）の 

「ｴ」をとってまとめて別置しています。 

◆「F」 日本の小説を表す別置記号です。 

本来は「913.6」ですが、Fiction 

（ﾌｨｸｼｮﾝ）の「F」をとってまとめて 

別置しています。 

◆「CF」 小学校低学年から中学年向けの日本のやさしい

読み物を表す児童書の別置記号です。背に茶色のラベル

を貼っているためＣｙａｉｒｏ（ﾁｬｲﾛ） 

の「Ｃ」をとってまとめて別置してい 

ます。 
 
検索して、わからない記号を見つけた際は、お気軽にス

タッフにお尋ねください。 

※入館時は、検温、手指の消毒、マスクの着用等、新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止対策にご協力ください。 

※新型コロナウイルスの感染状況により、イベント内容の変更、また

は中止となる可能性があります。 

 

関西電気保安協会の方をお招きし、 

冬の電気代節約のコツを教えていただきます。 

本の背ラベルについて 

 


